
 
第8回大阪湾生き物一斉調査 ～ 甲子園浜 ～ 

NPO法人 海浜の自然環境を守る会 

平成 27年６月１３日（土）9:30～12:00 晴  潮位：尼崎 10:41 39cm  参加 72名 

 
主分類       種名                        

腔腸動物  タテジマイソギンチャク 

      ミズクラゲ            

多毛類   アシナガゴカイ 

      コケゴカイ          

二枚貝   アサリ 

      マガキ 

      ムラサキイガイ 

      コウロエンカワヒバリガイ 

      ウネナシトマヤガイ 

      ウスカラシオツガイ 

      サルボウガイ 

      ホトトギスガイ        

巻貝    タマキビガイ 

      アラレタマキビ 

      イボニシ 

      マルウズラタマキビ 

      シマメノウフネガイ      

フジツボ類 タテジマフジツボ 

      アメリカフジツボ 

      ヨーロッパフジツボ      

ヨコエビ類 モミズヨコエビ 

      ヒゲツノメリタ（初出）    

ヤドカリ類 ユビナガホンヤドカリ     

その他   ニホンスナモグリ 

      ウンモンフクロムシ       

エビ類   テッポウエビ 

      スジエビモドキ          

カニ類   スナガニ（穴） 

      ヒライソガニ 

      イソガニ 

      ケフサイソガニ 

      タカノケフサイソガニ 

      チチュウカイミドリガニ 

      モクズガニ（死） 

      カクベンケイガニ（初出）    

海藻類   アナアオサ 

      ムカデノリ           

陸上植物  ハマダイコン 

      オカヒジキ 

      ツルヨシ 

      コウボウシバ 

      ハマヒルガオ 

      ツルナ 

      アメリカネナシカズラ 

           （要駆除植物） 

      ハマビシ（平成 15年移植） 

      ハマアザミ（平成 26年移植） 

昆虫類   トノサマバッタ        

 

 

 

主分類       種名            

腔腸動物  タテジマイソギンチャク 

      イソギンチャクの一種 

      ミズクラゲ 

      アカクラゲ         

多毛類   アシナガゴカイ 

      コケゴカイ 

      マサゴゴカイ（初出） 

      エゾカサネカンザシ     

二枚貝   アサリ 

      マガキ 

      ムラサキイガイ 

      コウロエンカワヒバリガイ 

      ウネナシトマヤガイ 

      ホトトギスガイ       

巻貝    タマキビガイ 

      アラレタマキビ 

      イボニシ 

      イシマキガイ 

      マルウズラタマキビ     

フジツボ類 タテジマフジツボ 

      アメリカフジツボ 

      ヨーロッパフジツボ     

ヨコエビ類 モズミヨコエビ 

      ヒゲツノメリタ（初出）   

ヤドカリ類 ユビナガホンヤドカリ    

その他   フナムシ          

エビ類   ユビナガスジエビ      

カニ類   スナガニ（穴多し）    

      ヒライソガニ 

      ケフサイソガニ 

      タカノケフサイソガニ 

      チチュウカイミドリガニ 

      イシガニ 

      ケアシヒライソガニ 

      イソガニ          

海藻類   アナアオサ 

      ムカデノリ 

      イソダンツウ（紅藻/初出） 

陸上植物  ハマゴウ 

      コウボウムギ 

      ハマボウフウ 

      ハマヒルガオ 

      ハマユウ 

      コウボウシバ  

      ギョウギシバ 

      シオクグ 

      ヤマアワ 

      ハマボウ（平成 26年移植） 

  

 

 

干潟 磯 

魚調査 

講師：山西良平先生 講師：阪口正樹先生 

 

 

カクベンケイガニ 

ヒゲツノメリタ 

 

 
ニホンスナモグリ 

 

テッポウエビ 

 

アサリ 

常連のミミズハゼ、クチバガイが 

いなかった。 

名物のアサリが激減、絶滅に近い。 

 

ウミニナについて 

第１回調査時、磯中央で数個体採集で

きた希少種だった。 

平成 26年 7月頃までは、砂浜西端ま

で分布を広げて大増殖。兵庫県絶滅危

惧種Aランクが削除された。 

今回の調査で、干潟ではウミニナはい

ないことが確認された。ウミニナは、

卵から増えていくので、潮流の影響が

大きいだろう。甲子園浜の潮流は東か

ら西へが考えられる。 

 

 

 

 

マサゴゴカイ 

イソダンツウ 

 
ウネナシトマヤガイ 

 

ユビナガホンヤドカリ 

 
ヤドカリたちのお家 

甲子園浜はユビナガホンヤドカリ１種

だけ。成長に合わせた巻貝が豊富。 

 

講師：石川正樹先生 

 

主分類       種名      

魚類    マハゼ 

      ヒメハゼ 

      スズキ稚魚 

      ボラ 稚魚・成魚 

      フグ属 

      クロダイ稚魚      

ヤドカリ類 ユビナガホンヤドカリ  

エビ類   スジエビ類       

ヨコエビ類 ヨコエビ類        

      

大赤潮２週間後であったが、浪打際

の浅場で生活する魚たちは、予想外

に生きていた。渚によって酸素が供

給されている場所だからだろう。 

 

裸の 

ユビナガホンヤドカリ 

5月 29日大赤潮 

魚大量死。西宮市は業者委託回収。 

とくに数の多い100m範囲で850kg。 

 

 

クロダイの稚魚 

NPO海浜の自然環境を守る会
ノート注釈
干潟です。山西先生に担当していただきました。甲子園浜は、ほとんどが遊歩道からすぐ海辺に出られるのですが、この干潟は堤防をのぼり、大きなテトラポットを下りていかなくてはなりません。西の海岸の方は兵庫県のふるさと海岸となり、テトラポットが撤去されたのですが、ここは国指定の特別鳥獣保護区なので、てとらぽっとがのこっています。この一斉調査のときだけ入ります。
これは甲子園浜で初出のヒゲツノメリタです。山西先生に見つけていただきました。
カクベンケイガニです。これも甲子園浜初です。
ニホンスナモグリです。砂泥地を３０cmほども掘ると、元気よく飛び出してくるので、これ専門に探したいという人がいるほど、人気者です。
テッポウエビです。大きなハサミで音を出します。
アサリです。
今年の異変としては、常連のミミズハゼ、クチバガイがいなかったこと、そして昨年大量にとれていたアサリが、今年は激減したことです。生体がほとんどいませんでした。


NPO海浜の自然環境を守る会
ノート注釈
こちらが磯です。阪口先生に担当していただきました。わたしたちは密かにアラビアのロレンスといっていました。
やはり甲子園浜で初の、マサゴゴカイです。またこれも初出のイソダンツウです。阪口先生が見つけてくださいました。
ウネナシトマヤガイです。兵庫県では準絶滅危惧種です。甲子園浜では、結構大きいのが見られます。
今回のテーマのヤドカリです。甲子園浜では、ユビナガホンヤドカリ１種類でした。
これはいろんな大きさのヤドカリです。この写真の主旨は、小さいものから大きいものまで順に並べて、甲子園浜にはヤドカリの成長に合わせた大きさと種類の巻貝があるということを見せたかったのですが、ヤドカリがほんとに言うことを聞かなくて、すぐバラバラになってしまいました。


NPO海浜の自然環境を守る会
ノート注釈
石川先生が魚調査をしてくださいました。
幅４m、高さ１m、めあい１mmの稚魚採集用のサーフネットという引き網を岸と平行に３０m引きます。マハゼ、ヒメハゼやスズキ、ボラ、フグ類、クロダイのち魚などが網に入りました。
実は5月29日、赤潮で、魚が大量に打ち上げられました。そのすぐあとだったのですが、浪打際は酸素が供給されているのでしょうか、魚たちは意外と生きていました。





